
ナ
ナ

ナ
ナ
マ
ガ
リ
七
曲

川
け
マ
珠
洲
掛
川
内
総
の
う

L
r
s
b
少
キ
ヲ

ち
仲
平
山
か
ら
、
古
磁
文
は
鈴
内
に
出
る
山
崎
。

ナ
ナ
マ
ガ
リ
ザ
カ
七
曲
坂

臨
時
泌
石
励
山
中

に
在
る
。
天
正
六
年
長
辿
簡
が
七
地
を
逃
れ
、
石
動

山
阿
間
期
陀
院
に
留
っ
た
時
、
追
兵
七
山
坂
に
宝
っ
た

か
ら
、
越
中
水
見
に
赴
い
た
と
あ
る
。

ナ
ナ
ヤ
ジ
七
家
地

鳳
京
捕
監
の
内
の
小
字
。

制
剖
の
道
具
・巾
道
H
H

を
い
ふ
。

封
の
遊
H
H

・中
道
H
H

は

袋
飾
周
の
鉛
で
、
山
削
指
は
持
鉛
よ
り
も
H
N
く
、
後
者

は
持
鉛
よ
り
も
知
い
。
中
道
H
H

に
は
蹴
刀
を
以
て
之

に
代
へ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
新
身
分
が
低
い

家
老
の
如
き
は
致
命
を
符
い
て
六
つ
道
以
に
し
た
。

平
和
二
年
入
且

H
抗
日
前
川
貸
出
山
が
入
凶
し
た
時
の

記
事
に
、『
御
供
年
寄
米
長
叩
姿
守
、
御
家
安
}
前
川
緑

江
、
人
持
制
円
刷
出
議
左
術
門

・
成
瀬
酔
品
物
。
巾
斐
守

は
七
つ
逝
H
H
、
緑
江
は
六
つ
謎
H
H

、
続
出
・
成
瀬
は

町
田
笠
折
物
川
県
之
似
。
』
と
あ
る
。
折
物
は
七
つ
道
具

以
外
で
あ
る
。

ナ
ナ
ツ
ヤ
七
y
屋
河
北
川
利
低
町
の
内
の
小

Hf

。ナナ
テ
七
手

加
釘
滞
国
巾
の
門
閥
入
家
の
う

ち
七
人
は
、
点
目
T

以
降
人
持
組
の
士
を
七
隊
に
仰
っ

て
、
各
そ
の
一
隊
の
部
将
に
任
ぜ
ら
れ
る
制
と
な
っ

た
。
放
に
附
に
入
家
を
椛
し
て
七
手
と
い
ふ
者
も
あ

っ
た
が
、
入
家
は
年
前
の
臓
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
の
h

家
紋
で
あ
り
、
七
子
は
人
持
の
組
政
で
あ
る
か
ら
、

人
ム
く
お
践
が
拠
な
っ
て
ゐ
る
。

ナ
ナ
テ
ガ
シ
ラ
七
手
顕

J
ト
シ
ヨ
リ
Y
ユ
ウ

F
抗
出
席
。

ナ
ナ
マ
ガ
リ
七
幽

石
川
柑
財
酒
郷
に
印
刷
す
る

総
務
。
郷
村
取
引
部品
抄
に
、
こ
の
村
鮒
に
街
坂
と
抑
制
す

る
七
山
の
坂
怖
あ
る
に
よ
っ
て

ω名
と
な
っ
た
と
あ

る。

6
4F
 

ナ

ナ

ヲ

七
尾

品

山

氏
の
山
田
っ
た
臨
時
都
矢

m

郷
の
械
下
に
あ
っ
た
市
街
を
い
ひ
、
後
の
七
賂
に
射

し
て
本
七
地
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

ナ

ナ

ヲ

七
尾

脱
出
州
都
の
円

ωで
あ
る
。
天
正

九
年
前
川
利
家
の
能
殺
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
、
城
を
小

丸
山
に
築
い
て
能
拠
内
加
の
明
喉
を
犯
し
、
府
巾
・

所
，
ロ
を
旬
結
し
た
新
市
街
を
山
開
き
、
白
山
氏
の
笛

城
名
を
取
っ
て
之
を
七
路
と
解
し
た
に
起
る
。
十
一

年
利
家
は
金
砂
に
移
っ
て
前
間
安
筋
を
こ
与
に
包

き
、
文
政
二
年
に
は
前
川
利
政
を
封
じ
、
院
長
引
年

前
川
利
H
M
の
領
有
に
郎
し
た
。
後
元
総
十
五
年
十
二

月
二
日
附
川
綱
紀
は

m，
口
町
と
公
務
せ
し
め
た
が
、

問
後
に
在
っ
て
も
七
地
の
泊
名
を
依
然
協
同
し
て
ゐ

た
か
ら
、
明
治
入
年
三
刃
二
日
石
川
燃
は
七
地
町
と

冊
併
せ
し
め
る
こ
と
に
定
め
た
。
能
積
名
跡
芯
に
、『
此

即
日
は
一
凶
の
府
に
し
て
、
結
樹
氏
の
問
屋
等
あ
り
。

家
政
六
千
制
と
一
苫
へ
ど
も
四
千
軒
計
あ
り
。
町
奉
行

支
配
に
て
一
方
在
住
。
御
旗
開
中
行
一
方
在
住
、
是
は

口
抑
制
船
奉
行
粂
併
な
り
。
小
代
官
六
人
、
阿
付
足

料」
l

入
、
山
姐
り
役
四
人
是
は
字
削
津
山
田
中
行
の
支

配
也
。
町
年
計
六
人
、
惣
肝
煎
雨
入
、
銀
座
一

λ
、

以
外
締
役
人
多

L
。
古
き
町
人
あ
り
。

中
に
も
氷
見

底
何
誌
は
、
一
子
静
戸
川
悦
〕
寂
幼
と
一
苫
者
利
家
公
石
励

山
御
攻
の
時
一
命
を
す
て
L
4
H
に
て
、今
屋
川
制
千
歩
-

m
三
段
m
mm
Mm
在
。
共
外
泊
見

・
印
刷
な
ど
L
て
古

き
川
人
あ
り
。
又
府
中
町
は
利
政
公
の
御
城
下
に
て
、

是
に
も
抑
問
屋
佐
腕
左
衛
門
と
て
宙
き
者
あ
り
。
常
階

名
物
多
L
。
巾
に
も
羽
衣
と
て
荷
の
名
物
也
。
泊
水

米
・豆
飴
・
共
外
魚
結
箆
物
に
制
限
よ
き
凶
府
也
。
利
政

公
の
御
城
跡
は
小
丸
山
と
云
ふ
に
あ
り
。
御
牧
納
磁

器
中
行
御
岱
家
等
は
大
馬
出
と
-
E
ふ
に
あ
り
。
御
預
郎

防
底
は
月
刊
古
川
と
云
ふ
に
あ
り
。
文
寺
陪
多
L
。
耐
宗

九
，寺
・
提
言
宗
三
e
寺
・
海
土
宗
四
e
寺

・
日
間出宗
十

七
尾

鯨

↓

ケ
y
セ
イ

鯨
制
。

ナ
ナ
ヲ
コ
ウ
七
尾
港

路
島
加
に
回
す
る
。
七

尾
治
は
古
へ
の
呑
時
様
で
あ
り
、
附
近
の
古
附
別
人
は

府
中
が
王
朝
置
艇
の
腕
で
あ
っ
た
ぬ
、
こ
の
前
叫
出
か

ら
物
資
を
呑
吐
す
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
守
路
島
山
氏
の
時
代
に
も
、
今
の
古
城
市
〈
は
古

屋
敷
と
い
は
れ
る
部
古
川
に
市
衡
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら

う
か
ら
、依
然
こ
の
お
浴
は
版
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

刑
問
利
家
が
小
丸
山
に
築
城
し
、
己
に
存
在
し
た
部

訴
を
直
に
城
下
問
に
利
用
す
る
に
誤
っ
て
、
七
施
踏

の
繁
築
の
翁
加
っ
た
こ
と
雷
ふ
ま
で
も
な
い
。
海
而

は
大
彰
附
と
矢
田
新
出
附
と
に
よ
っ
て
抱
か
れ
、
前

に
能
皆
既
師
を
鐙
へ
て
、彼
お
に
水
深
い
良
港
で
あ
る
。

明
治
三
十
二
年
開
溶
接
と
な
り
、
昭
和
二
年
第
二
経

蜜
製
港
岡
田
に
指
定
せ
ら
れ
た
。

ナ
ナ
ヲ
ゴ
ガ
ヲ
シ
ヨ
七
尾
諮
問
申
所

明
治
二
年

三
ぷ
守
・一

向
宗
」
l

五
ヶ
寺
あ
り
。
何
も
畠
山
城
下
に

あ
り
て
、
同
来
貨
物
等
あ
り
。
』
と
あ
る
。
明
治
五
年

の
七
尾
の
町
名
に
は
白
銀
問
・阿
良
町
・判
的
熊
町
・米

町・

一
二
ぬ
町
・
木
町
・

府
中
町
・淡
町
・
錨
泊
町
・川
際

町
・今
町
・裕
一
郎
前
・樹
位
向
・大
手
町
・作
桜
町
・槍
物

町
・
橋
町
・生
駒
剛
・亀
山
間
・総
本
町・

一
本
杉
岡
・魚

川
-E
問
問
が
あ
っ
た
。

ナ
ナ
ヲ
グ
ン
カ
ン
シ
ョ
七
尾
霊

鑑

所

文
久
二

年
二
月
加
賀
務
は
七
尾
港
を

U
て
滞
有
軍
艦
の
碇
紫

腕
と
し
、軍
艦
厨
を
設
け
て
腕
裂
の
物
品
を
厳
君

L
、

艦
飴
の
修
訟
を
掌
ら

L
め
た
。
之
を
七
尾
軍
艦
所
と

mし
た
が
、
敷
地
は
主
と
し
て
矢

m-
間
行
二
村
に

跨
る
字
問
附
に
在
っ
た
。
地
域
約
二
町
咋
。
明
治
四

年
七
月
軍
艦
所
を
雌
L
、
次
い
で
凶
巾
孫
平
等
の
経

密
す
る
所
と
な
り
、
船
舶
烈
械
の
工
作
を
行
ひ
、
以

て
明
治
六
年
海
拙
劣
が
之
を
郎
児
島
に
同
抑
制
し
た
時

に
及
ん
だ
。

ナ
ナ
ヲ
ケ
ン

....... ，、
入
月
加
到
滞
は
米
凶
人
オ
1
ス
ポ

y
を
mw
し
た
が
、

彼
を
し
て
城
下
に
院
佐
す
る
を
挫
け
し
め
、
能
mw
の

七
尾
抵
艦
町
に
枇
納
館
内
の
英
円
引
所
の
分
校
を
設
也

し
、
七
賂
制
限
師
聞
と
名
づ
け
、
能
等
位
三
十
除
名
を

仮
治
し
て
そ
の
敬
授
を
焚
け
し
め
た
。
後
に
工
尽
問

士
平
井
附
二
郎
・桜
山
大
将
瓜
住
外
音
・迎
問
中
間
士
限

弁
錠
一
一
・工
早
博
士
石
田
t

五
オ
ニ
・迎

m
m士
抽
出
慰
問

士
一
一
品
隙
談
育
等
皆
こ
h

に
怨
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
七

尾
知
県
所
は
同
=
一
年
致
法
制
に
合
併
せ
ら
れ
た
。

ナ
ナ
ヲ
ジ
ヨ
ウ
七
尾
誠

腿
心
部
矢
問
郷
の
城

山
に
在
っ
て
、
白
山
氏
の
抽
出
る
所
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
椛
築
の
年
紀
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。
越
殺
到
=
一
州
芯

に
そ
れ
を
際
;
点
の
頃
と
も
永
与
の
切
と
も
促
し
て
ゐ

る
の
は
そ
の
械
を
知
ら
ぬ
が
、
瓜
一
の
際
の
防
仰
に

供
す
る
岱
制
作
品
早
期
に則
前
杭
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う

が
、
初
よ
白
地
伎
の
所
と
し
て
阿
た
の
は
府
中
で
、

議
元
の
来
年
父
は
務
総
の
初
年
か
ら
城
内
に
砂
り
住

む
に
一
主
っ
た
の
で
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
o
そ
の
放

は
、
早
川
徐
閥
麟
の
給
林
胡
版
文
集
所
掛
川
大
事
寺
山
町
七

閥
忌
法
制
に
、『山出
血
州
市
八
問
郷
附
中
日
住
大
功
徳
ヰ
e

左
衛
門
限
数
。
文
泊
三
年
加
集
突
亥
秋
八
月
二
十
日
。

伏
値
z
先
考
大
明
寺
町
左
金
苔
大
彦
孫
公
大
制
定
門

七
周
忌
之
民
二
百
々
。
』
と
あ
っ
て
、
関
数
印
ち
郡北元

は
叫
川
巾
に
似
し
て
ゐ
た
こ
と
は
純
白
で
あ
る
。
然
る

に
冷
泉
銭
利
鈍
を
見
る
と
、
大
永
六
年
五
月

H
一
日

能
州
七
胎
城
白
山
左
術
門
佐
川
口
f

巳
て
日
庄
一
苫
々
、
文

同
年
七
月
刑
三
日
に
、

彼
城
に
て
入
道
〈冷
円
市
民
間
叫
〉

身
ま
か

b
給
ひ
け
れ
ば
云
々
と
あ
っ
て
、
こ
の
左
衛

門
佐
は
義
総
で
あ
白
、
阪
に
七
結
城
に
居
た
こ
と
が

わ
か
る
。
廷
に
東
一
耐
寺
膨
叔
の
猫
如
昨
夢
に
載
せ
ら

れ
る
濁
祭
早
記
に
よ
る
と
、
『
投
印
刷
・七
賂
之
有
a
間関

境
。
刷
出
=
太
守
之
恕
-
耐
移
=
家
於
山
下
-f
円
。
千
門
法

戸
。
典
z
城
府
-
相
辿
。
殆
一
間
車
桜
除
。
呉
絞
制
約
。

五

回


